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論 文 内 容 の 要 旨  
 
本州の中部と西部において，低地から丘陵・山地に至るまでの地形変化に応じた最終氷期最寒冷期の森林
の分布立地を，花粉化石と大型植物化石にもとづいて明らかにした．当時の本州には，トウヒ属バラモミ
節，カラマツ属，チョウセンゴヨウといった現在では分布域が限られるマツ科針葉樹が広く分布していた．
本州中部ではシラビソ，トウヒ，コメツガといった現在の亜高山帯針葉樹林の構成種は丘陵や山地の斜面
を中心に分布しており，低地でも台地などの斜面に生育していた．温帯落葉広葉樹は，主に沿岸部の低地
や台地・丘陵を刻む谷底の中湿な環境に生育し，山地でも広い湿原や湖の周囲にわずかに分布していたと
考えられた．本州西部でも，低標高地の急斜面に亜高山帯針葉樹林が成立し，温帯落葉広葉樹は山地の湿
原の周囲の中湿な環境に生育していた．最終氷期最寒冷期の森林分布は，標高が高くなるにつれ温帯性樹
種から亜高山帯針葉樹に移り変わるとこれまでは考えられていたが，本研究では温帯性樹種と亜高山帯針
葉樹の分布域が現在よりも広い範囲で重なっており，関東地方の低標高域や西日本でもそれぞれが地形に
応じて棲み分けていたことが明らかになった．最終氷期最寒冷期の寒冷・乾燥気候によって，湿潤な環境
を好む落葉広葉樹の分布が谷底や湿原の周囲に限定され，乾燥した斜面に針葉樹が分布するという棲み分
けが，現在よりも顕著であった可能性が示唆された．  
                   
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は別紙（論文要旨）のように、本州中部および中国地方の最終氷期最寒冷期の森林植生の標高・
地形分布を研究したものである。本論文は平成 29年 6 月 23日に提出され、その後上記 4 名の審査委員に
より論文の内容および構成等の観点から慎重に審査された。 
平成 29 年 7 月 20 日に、公開論文発表会を開催し、論文の発表と論文内容に関する質疑応答を行った。
発表会の後に審査会を開催し、以下の結果を得た。 
本研究は、地形との関連を復元しやすい谷の上流部の植物化石に着目し花粉と大型植物化石の両方を検
討したこと、従来は気温条件との関係だけで植物の分布が議論されてきたが、乾燥気候が卓越した最終氷
期では地形に対応した乾湿条件が植物の分布を大きく左右したこと、内陸域でも湿潤な場所に落葉広葉樹
種が分布したため最終氷期最寒冷期終末の温暖化の開始とともにそれらが急速に分布拡大したことを明ら
かにしたことが学術論文として評価された。発表会の質疑応答を経た審査会において、予備審査会で指摘
のあった、従来の研究に対する位置づけが十分明確に表現され、図表の不備も修正されたこと確認され、
学位論文に値すると判断した。 
以上より申請者が博士（学術）の学位に値する専門分野における学識と研究能力を有すること、および
外国語については、国際誌や国際学会での発表と、本審査会の発表を英語で行ったことにより、十分な英
語の能力をもつことを確認した。学位規定の公表論文の条件である論文については、和文誌に 2 本（第四
紀研究，植生史研究）と国際誌 Quaternary Internationalに公表済みであることを確認し、学位規定の
公表論文の条件を満たすことを確認した。 
